
ぎさほ串位に属するが，鉱石品位は編島方面のものに比

しかなり劣るが，開発は未だ孚ばにあるので，今後の探

鉱により量的に期待がかけられる。鉱床としては衣の諸

欠、点が著しいo

イ，長石鉱石は粉鉱となり易いρ

ロ，白珪石はその品泣が良好でなく採掘の慣値が乏し、

　い。　　　　’　．　向』5　 ．、、
凸，・古川駅迄の蓮搬ボ不便である。
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　昭和23年∬月，滋賀縣下大津市附近，甲賀郡三雲村，

伺郡信樂町附近の長石鉱床の概査を行づたので其の結果

を報告する。

　　　　L　大灘：市及び其の附近の鑛躍

　（1）地質及び鑛床の概要

　地域地質は秩父古生層の粘板岩，砂岩，、珪岩，黒雲毎

欄岩及嘩醜麟らなる・，鉱床題の花鵬弊発
輩するアプラィ収郡れと漸移する優白質花酷で
く井上石垣鉱床のみはペグマタイト），概ねレンズ状をなな

す。レンズの大きさは大体幅数10mに及蕊大規模なも

ので，・大体繭北に長い傾向1を有し，アプライ．トほ屡そぺ。

グマタイト脈によつ七：切られることカ｛ある。

　鉱石はかなり変化に富むが1大体加里長石を主どし石

英を数％乃至30％程輿混え，少量の白雲母を俘5を常

とする。及鉱石は一般に風化分解し，砂状ときに百土朕

を呈し・この傾向は高品位鉱石の場合著しい。優白花醐

岩質鉱床が粗粒歌に分解しだ鉱石ほ一種の4サバ”と

　　　ぺぎ　　　　　ごエ

　　　　＠・

　　　　　　　　　　　　　．《

第1図　三雲地区長石鉱床位置関係函

云・うことが出来る◎

　（2）．羅鱗（井上場・2号灘飛）大津市李
津町。東海道線石山駅より南方へ瀬由川に滑5て4km

の間トラック樋じ・献へ2k礁車導施る・碑
場へ硬に椎3～4e・m樋ずる・．

　鉱床は北から井上1号，漢井平津，1井上2暮の順にN

50。～6翠蘭に並ぶ芋状鉱体の連続と見らね麺長

200m・幅15＾40血程度である◎各擦掘場問の鉱床連続

朕態は明かでな七・が，膨綿はあつても連続するものと推　　σ

定される。鉱石ほ2種に分けるごとが出来る。

⑲
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第・ 1 表
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第 2 表
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分析者 関根・山田

1・井上1号セ
碁：漢夢津∫石英少い風化長石

4・　　〃　　石英を含む塊鉱

75．26

15．99

0．07
0．0（）

　　旨0・．U

4．89

3．08

0．77

100．17

　a）石英の少い風化長石一本鉱床の北牛（井上1号，

　漢井平津の北孚）一幣を占め原岩は粗粒のものであるが

　風化分解して糧状を呈するものが多い。加里長石・曹蓬

　長石各1々牛々からなり少量の石英，白雲母，カオリンを

　含有する。

　b）石英を含む塊鉱一細粒で釜戸長石に類似した鉱

．右で，、多少風化して軟質の部分もある。所に依り粗粒で

　花闇岩質と見られる部分がある。黒雲母の多い駈は廃石．

　となる。

　（3）石堰鑛廉（東山叉は井上3号）

　大津市季津田丁，蓮搬は平津鉱床と同様で木縫300mを

　要するo　　’　　　　．　　　　’／

　南北に長いざぞマタイトで直立に近いレソズ状と見ら

、　れ，幅約15m，延長50m位ぞある。鉱体全体に亘り石

　英と正長石が混交し，石英は経20’》50・mの塊状をなし，

第・ 3

・長石がこの聞を充めている。「割月に富み酸化鉄に依り汚

染せられ，選鉱困難である。石英ぽ全体の20・》30％を

占め暗友色低品位鉱である。長石は平津鉱床砕劣り2級

品程度である。ラ粉選鉱行つたもの嚇析圃減の如く

怨あるQ
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鉱量は予想鉱量として自×103tこの内1《・2級⑳％程

、度

　事業主　　井　上　太　郎　　，

　月産・10《’30t
　（3）陀羅谷鑛庫・　、　　　・　　　　　　’

．京都市伏見区醒醐陀羅谷，石山駅より南ヘトラツク4　，

km，さらに西方へ馬車路4km。

鉱床は花嵩岩と古生暦の境近ぐ，古生暦中に貫入した

デプジイト岩脈で，走向N200W，傾斜700』E，鉱石は井

上2号の如き釜声型アプライトで石英多く，血つ割目に

滑う汚染…著しく顛でないo　、

鉱量は開発初期で算定困難であるが，大量を期待出来聖

ないb

事業主　　井　上　太』郎

，（4）南郷鑛康　（漢井南郷，大江南郷，ヤヌカ南郷）『。

鉢床は大体南北に長いレンぎ状のアプラィトが群をな

し鱗幅を持ち麟へ灘しており課掘場のある部分，

で1ぎ幅（東西）約80皿・延長100m余に蓮するoアプ

表

陣犀の洩樹鉱石 鉱燈　睡操櫨

牒，辱懸鱒欝継諜）1㎜
天江繭鷹、器、馴磯を含まぬ風簾醗縄，。％i4×…し（？）

月産・
！15。t

3
15Gt

事業主

漢井次郎・

ヤマカ製陶所・
　峰
天江1兵治，

2ρ

4

1



、

ライトと母岩≧の境は鮮明な部分，と漸移する部分とがあ

るが，長石鉱として取扱われる部分はアプブイ1・レンズ

の中央部で，延長50～60m，以内，幅30m域内である。

　（6）石倉鑛庫　（ヤマカ石倉）

　栗太郡大石村石倉。石山駅南々東方11km，Fトラジクを

通じ得る。現場には軽索400mの設備がある。

．鉱床は南側古生暦の粘板岩，北側柁嵩岩の境目近く花

欄岩中に発達するアプラィトでナ比高2GOmの斜面にあ

る6鉱体は不規則な塊朕で母岩へ漸移するが，稼行優値

』ある部分は大体直径35m位の範囲で南る。　　　　、

　鉱石は細粒の部分は不純分が少ぐ，粗粒め部分は少量・

の黒雲母を混え，更に黒雲母と石英とが堰加して周囲の

母岩へ移化する。全体として焼けが強く，選鉱実放率5α

％程度である。

　分析値は次の通りである◎

　　　　　　ヤマカ石倉細粒
　　　　Sio2　　　　　　　　　　　　　　68．87

砦　　　Al203、　　　エ8，78
　　　　Fe203　　　　　0・12
　　　　C＆0　　　　　　　 0。00

　　　　MlgO　　　　　　O．09
　　　　Na2Q　　　　　4・79
　　　　K20　　　　　　　6・90
　　　．lg．1・ss　　　O』48
　　　　Total　　　　　　　　　　　　　100．03

　　　　　分析者　　前掲
　　　　　　　　ひ　．鉱量　　予想L7×104t

　事業主　．ヤマカ製陶所

　月産　15σt
　　　　　　（7）結　言「．
　票津鉱床のアプライトは石英少く不純分も微量で，特．

に井上1号，漢井荊津のものは良質でペグマタイト質長

石に匹敵するものと認められ，探鉱不充分であるが鉱量

も大きく見込まれるので将来性を有するものである。　！

　右垣鉱床にペグマタイトであるが質的にも特微は認め．

られない。

・南癖鉱床は最も恵まれた立地條件であるが良質部は殆

1んど掘め誰され将来性に乏しい。’

　石倉鉱床は量的には残鉱多いが，質的には特徴のない

鉱石である。

　　　　　II．ヨ雲地匠の鑛庫　　無

　（1）地質及び鑛醸の概要

　地質は大津市附近のものと同質の粗粒黒雲母花嵩岩で一

発達す為範囲ほ更に大きいQ当地域内でも風化が著しく

、進んで省採掘場共かなり深部に至る迄サバ歌を呈する。

鉱床の規模1ま大津市附近のものに比し更に雄大であるp

　（2）白水鑛山、

　　　　　　　　　　o
〃「

至石部　　　、

一、、、一一糠
勃、魯舟田』・』’！・

、4瓦怒訟』「・

第2図　大津市内及び附近長石鉱床位置図

　滋賀縣甲賀郡三雲村大納言，三雲駅南方4km，馬車を

通じる。

　鉱床は塊状をなし直径⑳q画以上に及び・鉱体内に母

、岩爾喰い残しがかなり存在し・一塊が直径工O　m以上9

ものがある。鉱石は石英を30％程度含んだ中粒のアプ

ライトで雲母ぱ殆ん。ど含有せず，全体に薄い焼けを生じ

・て』いるo

　　　　　　　　　　　し　京大：工学部沢井研究室による分析値ほ次の通りであ

　　　　　　　　　　　　　　、るo、

’

21

　　Sio2　　　　　　70。1G

　　A享203　　　　20．19

　’Fe203　　0。29
　　CaO　　　　O．34

　　M90　　　0・33
　　K20　　　 3．36

　　Na20　　　2．90
　　1g。玉oss　　　　　　2，30

　　つPotal　　　　　　99。81

鉱’・量　　推走1×105t

　　　予想数10万t
事業主　奥村華山
既採量　 工×10墨む

休山

75，．24

12．80

0．32’

0、88

0．14

5．97

3．07
1366

100．08

（3）東山鑛山’、

三雲駅南方3・5km，馬車蓮搬に依？でいる5

鉱床は東西に延び，南北約100mである。鉱石は北に

　　　　　　　　　　　ノ向つて粗粒となり，焼けは全体に亘り見られる。白水鉱

／



山の鉱石と同檬で，焼けの少い部分は良質であるo

予想鉱量・ネ0～3・0×101t

事業一主三雲村山林組費9

月・、謹100t
（4）．百枚谷鑛山

（良質部は約10％）

、

　靹へ締、明陳へ約3・mのア万イ醜撒床
で，粗粒部分の鉱石は白土状を呈し，石英分少く良質で

あるQ
　予想鉱量　9×103t　L（良質部40％）置

　事業車葉加瀬宇三鄭
　（5）結　　言

・　本地区のアプライト質長石鉱床は大津市内のものに比1

　しさらに量的に，大規模で，’我國有数と見られ，採掘容易

な点も特色であるQ質的には季津長石に劣る◎白水鉱山』．

は最も将来性に富む。・

　　　　　　　　　III・信樂鯉逗－、

　八郎谷鑛山　（紳山長石）

・甲賀郡信樂町字紳山，信樂駅南東2km，蓮搬は馬車に

依つている。

　鉱床は黒雲母花嵐岩を母岩とする稽夕東西に長い塊欺

アプライト鉱体で，東西約100m，南北50m，地並以上

最高30祖である。鉱体内には母岩の名残が見ら解る。

鉱体全体に亘り割目に潭い酸化鉄の焼けがあり，純白ρ

部分は殆んどない。分析値ほ次の通り。（秀析者前掲）

　　　　Sio2　’　　　　76。54
　　　　A120ぎ　　　，　　　　　’13．89

　　　　Fe20β　　　 　0．32
　　　　　M：gO　・　』，　0。07
　　　　CaO’　　　　　0．48
　　　　Na20　　　　　』3。18
　　　　K20　　　　　　　　　’4．54

　　　　1g．IOSS　　　　　O．99
　　　　　Tota1．　　　　　　　’100．01－

推定鉱攣として地並製上を算定すると，4。5×104t

事業主　　乾 　栄、一「

　匿採量　　1・2×104t

　　月　産　　150t・

　　なお信樂近傍には甲賀郡小原村，朝宮村に奉する祥原・

　長石と呼ばれる鉱床があり，朝宮，中垣の2鉱山がある

が今回は調査しなかつたQ

4　　　　1V．アプライト・質長石に關する意見

　我國の長石鉱床としては歳ぞヌタイート・アプライ㌧．

サバ及びアルカ卑ご富む陶石等を挙げることが出来る’

が，ペグマタイト長石は高品位ではあるが量的に乏しく，

、サバは量的ヒ莫大であるが現在の厨，不純分の除去が完

全ばは行われ得ず，陶石類では長石に完全に代替し得る

　もの炉少い。アプライトは現在・・岐阜縣釜戸の他・本報

告に述べた諸鉱床が知られるだけであるが，量的にはペ

グマタィ．トとは比較にならない大規模なものが多く，今

後長石費源として研究贋値の大きいものと考える。質的

に見て，“ペグマタイト長石との大きな相違は次の諸点で一

あるQ
　1．石英を常に含有する。（從つて不均質となる事浴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群

ある）1

　　　　　　　　　　　　　　ろ　21　カリ，ソー〆の比に於てペグマタイトに此して・

ソーダが多い。

　3．1分析値のFe203は比較的少粋が・．黒雲毎が含ま

れることがあるので，焼成物に黒斑点の出る恐れがあるo

　以車の様であぐが，1の石英含量は平津長石のように，

殆んど含まれないもの施3・郷謝るカ1・同一鉱床

内では甚だしい不均質は認められない。3の黒雲母の，煎

，は，良質部では殆んど認められないので鉱体の選択，採

，掘，選鉱に注意すれば，ある程度逡iけ得るものである。、

2のソーダに富む点は紬肇などに哩合した場合の光沢，

色調等に関係すると思われる。域上の点を考慮して今後’

の試験を進めれば，・陶磁器用，寿ラス用として充分に使

用されるホうに1なガ得るものと考ネられ・その場合》量

の豊富な点と，生産費の僅少で済む点は大きな特徴とな

るものと思われるQ

553・612＋613＝550・8（52L53）

岐阜縣苗木町長石及びカオリン鉱床

安　齋　　俊　男　　亀
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